
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
提
出

質

問

第

一

七

九

号

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
の
当
事
者
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

丸

山

穂

高
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行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
の
当
事
者
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
県
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
問
題
で
、
沖
縄
県
よ
り
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
作
業
停

止
指
示
を
受
け
た
沖
縄
防
衛
局
が
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
と
執
行
停
止
の
申
立
て
を
行
っ
た
こ
と
に
関
連
し

て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
同
法
を
所
管
す
る
総
務
大
臣
が
過
去
の
委
員
会
答
弁
に
お
い
て
「
国

や
自
治
体
が
私
人
と
同
じ
立
場
で
法
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
申
し
立
て
の
主
体
に
な
り
得
る
」
旨
の
発
言
を
行
っ
て
い
る

が
、
政
府
見
解
も
こ
れ
と
同
じ
か
。

二

平
成
二
十
三
年
一
月
に
沖
縄
防
衛
局
が
行
っ
た
、
名
護
市
に
よ
る
辺
野
古
漁
港
に
お
け
る
生
物
調
査
不
許
可
に
対
す
る
審

査
請
求
に
つ
い
て
、
防
衛
大
臣
が
「
一
事
業
者
と
し
て
の
立
場
で
申
し
立
て
た
」
旨
の
発
言
を
過
去
の
委
員
会
答
弁
に
お
い

て
行
っ
て
い
る
が
、
政
府
見
解
も
こ
れ
と
同
じ
か
。

三

今
回
の
沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
審
査
請
求
も
、
右
記
の
両
見
解
に
基
づ
き
、
国
が
一
事
業
者
の
立
場
で
行
っ
た
も
の
か
。

四

行
政
不
服
審
査
法
以
外
の
法
律
に
お
い
て
、
国
が
一
事
業
者
と
し
て
の
立
場
で
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に

当
た
る
行
為
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
直
接
行
う
こ
と
の
出
来
る
も
の
が
あ
る
か
。
あ
る
場
合
に
は
、
具
体
的
な
法

一



律
名
と
そ
の
申
請
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

五

行
政
不
服
審
査
法
の
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
こ
の
法
律
は
、
行
政
庁
の
違
法
又
は
不
当
な
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行

使
に
当
た
る
行
為
に
関
し
、
国
民
に
対
し
て
広
く
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
み
ち
を
開
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
簡
易
迅

速
な
手
続
に
よ
る
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
法
の
趣
旨
は
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
で
あ
っ
て
行
政
機
関
相
互
の
紛
争
や
国
に
よ
る
審
査
請
求

を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
国
に
よ
る
審
査
請
求
と
執
行
停
止
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
法
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
違
法
行
為
と
し

て
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


